
 

 

 

 

 

 

 

 

   2020 年度 グレイス年間目標 

 

①高齢者の尊厳を重視し、サービスの質の向上。 

・高齢者の尊厳についての具体的な学びを深め、ご利用者に安心できる場所を提供します。 

・ご利用者、ご家族に対して、丁寧な対応、丁寧な話し方、聞き方を心がけます。 

・介護職キャリアアップ段位制度を導入し、プロとしての意識を高め介護の質を向上します。 

・職員の介護負担軽減、ご利用者の安全確保の為に必要に応じて介護ロボットを導入します。 

 

②適正な事業運営が継続できるよう収入・人員の確保。 

・ベッド稼働率100％を目標に、空床情報を開示し、在宅部門と連携を図り、ベッドの空きを 

  出さないようにします。 

・全職員が施設、各事業を支えている一員であるという認識をもてるよう必要な情報を提供 

し共有します。(理念の浸透を含め、職員間の更なる情報の共有化、コスト意識) 

・看護師、介護職等の人員の確保、離職率低減への取り組みを強化します。（TOKYO 働きやすい福祉の職

場宣言事業所のアピール） 

・グレイス 25 周年記念、ケアマネジメントセンター和田 20 周年記念、訪問介護ルツ・ナオミ 20 周年記

念を祝うイベントを実施します。。 

・強化型に向けての体制づくりを行います。 

 

③地域活動への取組み、地域に根ざした施設(事業所)。 

・法人の活動である災害支援、社会鍋、街頭給食へは積極的に参加をして地域のニーズをとらえていきます。

(地域交流の一層の促進) 

・杉並区社会福祉協議会が中心になり行っている杉並区としての地域活動へ参加、協力します。 

・無料低額事業実施施設として費用面について減免等を必要に応じて行います。 

・法人間施設との情報交換、職員交流、研修・勉強会への参加等を積極的に取組みます。 

 

④施設(事業所)の設備充実、環境改善への取組み。 

・経年劣化による備品、機器の入替を順次行います。昨年度より計画している大規模修繕を実施します。 

・防災計画に基づいた入居者の安全確保。職員の防災意識の啓蒙に努めます。 

 

※ 上記の目標で今年度も働きを進めて行きますので、よろしくお願い致します。 

                                  職員一同 

 

 

 

 

施設理念『 キリストの愛を原点に全人的ケアを目指します 』 

 

 

 
  

。                                          

 

【2020 年度 春号（2020/ 5/25 ）】 

2020 年 救世軍標語  「キリストを知る」 

『しかし、これらすべてのことにおいて、わたしたちは、わたしたちを愛してくださる方に 

よって輝かしい勝利を収めています。』   

(ローマ信徒への手紙 8章 37 節) 

 

 



今回は、グレイスの事業の一つであるブース記念訪問介護ステーションルツ・ナオミについて、所長の品田がまとめ 

ましたのでお知らせ致します。 

 

ルツ・ナオミという名前の由来 

 この訪問介護ステーションは、社会福祉法人救世軍社会事業団の働きの一つです。 

  救世軍は、イギリスのキリスト教の牧師ウイリアム・ブースによって創立されたキリスト教の伝道と社会福祉の働きを 

 行う団体です。日本では、1895 年(明治 28 年)からその働きが始まり、今日に至っております。私たちは、この創立 

 者ウイリアム・ブースの名を記念して、訪問介護の働きをさせていただきます。 

  旧約聖書に記されているルツ記の主役である“ルツ”(「友情」の意)とその姑“ナオミ”(「快い」の意)と名を連ねて“ル 

ツ・ナオミ”と命名しました。 

  このルツ記には、姑“ナオミ”と嫁“ルツ”の麗しい姿が画かれており、神様は異国人であった嫁“ルツ”を格別に祝福 

 され、聖書に“ルツ”の名をとどめております。このような“ルツ”と“ナオミ”の姿と神様の祝福を願って、介護の働きを

させていただきます。 

              写真は 2019 年秋撮影 

 

 

 

 

 
サービスを受けるまでの流れ 

      

         
サービス依頼（お申込み） 

担当のケアマネージャー（CM）にご相談下さい。 
   

  

ケアマネージャーからブース記念訪問介護ステーション ルツ・ナオミに依頼がきます。   

    ↓  
   

        
ご自宅へ訪問 

サービス提供責任者がご利用者様のご自宅へ訪問致します。 
  

  

依頼内容に基づき、サービスの内容やブース記念訪問介護ステーション ルツ・ナオミの説明をさせて頂きます。 

ご利用日やお時間の確認、調整を行い、ご同意をいただきましたら契約を行います。   

    ↓  
   

        
サービス担当者会議の開催 

ご利用者様やご家族様、他関係事業所が集まり、ご利用者様の体調等を含めた、サービス計画、サービス内容に

ついて会議開催致します。 

サービス内容を訪問介護計画書として作成し、ご説明、ご同意をいただきます。     

    ↓  
   

        
サービスの開始 

ご同意いただいた日時にご自宅へお伺い致します。初回のサービス提供にあたり、サービス提供責任者及びヘル

パーが二名で参ります。 

ヘルパーは、訪問介護計画書に沿ってサービスの提供を行います。       

 

ブース記念訪問介護ステーション ルツ・ナオミでは在宅で生活を送る皆様を応援致します。 



委員会の紹介 
 

  グレイスでは委員会活動が盛んに行われています。入浴・排泄・食事の他に教育、給食、リスクマネジメント、

身体拘束廃止、苦情対応の８つの委員会があります。それぞれ定例で委員会を開催して、必要な職種が集ま

り、現場で起きている事柄を話し合っています。 

  職員が必ずいずれかの委員会に所属して部署の代表として、発言したり、注意喚起を促したりと必要な事 

柄を伝達しています。 委員会活動を通じてコミュニケーション、チームワーク、多職種との関りが増えて行き 

ます。 

グレイス 1 階掲示板に入浴、排泄、食事委員会の活動を来訪された方々に知って頂くために内容を掲示し

ております。今回は食事委員会の掲示をご紹介します。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



行事写真 

  3 月には時間を見つけてお花見に出かけました。2階、3階の方は、グレイス敷地内や、隣のブー

ス病院へ出かけ、写真を撮りました。デイケアの皆さんは、バスハイクとして少人数で千鳥ヶ淵 

 へ見に行っています。写真はその時の様子です。 

 

 

 

お知らせ 

   グレイス祭り 9 月 27 日(日) 中止 
 誠に残念ですが、今年度に関しては中止とします。各フロアの行事として小規模で利用者の皆さん 

 に喜んで頂ける行事を考えたいと思います。 

 

・既にご家族にはご連絡を致しましたが、5 月の連休後に行っている家族向け事業報告・事業計画 

 発表会も予定しておりました日程は中止とさせて頂きました。資料のみ郵送でお送りしております

ので目を通して頂けますと有難いです。 

 

  ご家族の皆さまには、新型コロナウィルス予防の為、面会中止にご協力頂き、感謝申し上げます。 

 面会再開する場合は、お知らせ致します。 

 

  幸い、当施設からの発症者は出ておりませんので、引き続き職員一同、予防対策に努めます。 

 皆さまも健康にお気を付け下さい。 
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